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関 係 法令
（語習）
一示＆回
0大学の名称 を 変更す る 件 （文部113) 8 . 7 
0大 学等の研究機関等におけ る組換えDNA
実験指針の一部 を 改正 す る件 （文部1 15) 8 ・ 24
（喜賢官）
0大 学等の 研究機関 等における組換えDNA
実験指針に基づき ， 宿主ーベクタ一系を
B 1 レベルの宿主ーベクタ一系と し て 認
定す る件 （文部1 16) 8 ・ 24
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学 事
昭和60年度日本学術振興会特定国派遣研究者の決定
所 属 職 氏 名 派遣先（同機関） 研 究 課 題 派 遣 期 間
中華人民共和国 60. 9 . 16 
教養部 助教授 気質j累｛呆規 「 大学塵史果 「 陪唐時代における国家と杜師範大学唐史研究所 会に関する研究 61. 8 24 
ほか
昭和61年度大学入学者選抜共通 第1次
学力試験受験案内の交付
昭和61年1月25日（十）， 2 6日（日）の両日にわたって笑施
きれる昭和61年度大学入学者選抜共通第1次学力試験
の受験案内が， 9月 2日(JJ)から交付されています。 富
山県内の分については， 本学の学生部学生課で一括し
昭和61年度国公立大学等入学者選抜実施日桂
共通第l次学力試験 ｜ 年 月 日 ｜ 各大学が実施する第2次試験」 ！
i 明日60 年7月末まで I 一一短Ei .9月 2目。抄ら i I 
｜ 原則として9月2日（）j)から ｜
I 11月 2日（J）まで－ l 
i 10月30日(lk）から11月8日（剣 ！i まで i 
附一寸（出掛iHID] i出脱出師まで I 
I i2月下旬まで ｜ i 12月25日体）まで ｜ 匁夏要項発表、自己付開始
！ 昭和61年1月上旬まで
: 1月25 日cu 26日（Fl)
i l月27 B (IJ) 
｜ 2月1臼（上） 2 日仕I ） 
I ，月7日附2 月7日�づまて引
て交付することになっています。
なお， 同試験に関する実施日程等は， 次のとおりで
す。
を施験実4入
／L
力表学発次果1結第の通
）
共ム口（
場
）
学いけ入なだ薦さ学推課大
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共通第 l 次学力試験
試験実施結果の概要等の最終発表
異動区分 発令年月日 氏 名
採 用 60. 9 .  1 辻 沢 弥八郎
II 土 井 美都子
" 坂 林 梅 松
" 井 波 外志子
" 本 田 善 彦
If 藤 木 禰＝郎
昇 任 " 小 松 和 生
II 増 回 信 彦
退 職 If 山 回 秋 恵
死 亡 60. 8 .  23 草 島 幸 雄
学 報
年 月 日
2 月 8 日仕）から15日仕）まで
2 月17日（月）以降
2 月26日（7ぬまで
3 月 4 日（火）から
3 月5日附以降
3月20日（村まで
3 月21日働以降
人 事 異動
異動 前の所属官職
助教授 （ 経済学部 ）
" If 
事務補佐員（附属図書館工学部分館）
経済学部 庶務係長
第262号
2 段階選抜と推薦入学 （共通第l
次学力試験 を 課す場合 ） の結果発
表 （実施大学だけ ）
各国立大学と大部分の
公立大学が試験実施
一部の公立大学が試験実施
各国立大学が合格者発表 （各公 立
大学もこれに 準ずる ）
一部の国公立大学がl
第 2次募集を実施 ／ 
異 動 内 容
臨時用務員（教育学部作業員）
If ,, 
If （経済学部作業員）
教務補佐員 （教養部 ）
事務補佐員 （附属図書館 ）
" " 
教授 （経済学部 ）
If If 
昭和60年8月31日限り退職した
死亡
任命権者
富山 大学長
II 
" 
II 
II 
" 
文部 大臣
II 
富山 大学長
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渡航 の種類 所 属
理 寸A以ー． 部
外 国 出 張
II 
人 文 学 部
経済学部
理 学 音E
海外研修旅行
学 部
教 養 音日
II 
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学 内 諸 報
海 外 渡 航 者
職 氏 名 j度 杭 先 国
教 授 佐藤 清雄 アメリカ合衆国
公海上Eカ 手 竹内 章 アメリカ合衆国
助教授 櫛木 謙周 中華人 民共和 国
オーストリア
イタリアドイツ連邦共和国
II 服部 良久 オランダ
ベルギー
フランス
アメリカ合衆国
II 菊田 健作 メヨそシコ
カナダ
助
五L チェッコ
ス ロ ヴァキア
助教授 坂井 純一 アメリカ合衆国
教 授｜小島 ρ見Aん カナダ
助教授 三原 健一 アメリカ合衆国
?.11262号
目 自句 期 間
磁気に 関す る 国際 会議 60 8 . 25 
で論文 発表及び研究打
合せ の た め 60. 9 1 
化 学 トレーサーに よ る 60. 8 .  6 
北太平洋 の海水循環 の
研究 の た め 60 9 19 
日 中都城 の比較調査 の 60 8 . 15 
た め 60 8 . 2 7  
オーストリア中世史 の
60. 8 . 2 9  
研究 の た め 61. 8 14 
ゲーム理論とオベレー 60 8 12 
ション ズ・ リサーチの
調査研究 の た め 61 8 . 2 0  
第5 ＠］国際地磁気 ・ 超 60. 8 10 
高層物理シンポジウム
出席と論文 発表の た め 60. 8 19 
NSO/SMM夏 の 会議及
び太陽フレアー立ち上
がりに 関す る 研究集 会 60 . 8 16 
に出 席発表並びにテキ
サス大学で宇宙プラズ 60. 10. 8 
マに関す る 共同研究 の
た め
カナタ＼アルパータ州 60, 8 10 
の生態系分類に 関す る
研究の た め 60. 9 . 2 
変形生成文 法理論に 関 60. 8 1 す る 研究 の た め
一特にG B 理論に お け
る 変項束縛につい て一
61 6 . 2 
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昭和60年度富山県内国立学校等事務職員（初任者）研修
昭和60年度富山県内IT］立学校等事務職員（初任者）
研修が， 去る8 fl 19日(II)から8月22日＼�（） ま で の 4 日 間
富山 大学事務局中会議室及び国立立山少年自然の家大
研修室において実施 さ れ ま した。
本研修は， 富山 大 学， 富山工業高等専 門学校， 富山
商船 高等専 門 学校及 び国 立立 山少年 自 然 の家 の 4 機関
合同研修 と し て， それぞれの 機関に新 たに採用 と な っ
た者に対して国民全体 の奉仕者 と して の国家 公務 員 の
使命 と 心構え を自覚させると共に， 職 員 と して こ れか
（事務局長の講義）
らの文部行政に 共通して 必要な職務遂行上の基礎的な
知識・技能・態度を養成し， 併せ て 文部省 機関職 員 と
し て の一体感を培 う こ と を目的 と し た もので， 受講者
及 び研修 日 程は次の と お り です。
1. 受講者
富山大 学
経理部 文部事務官 村道 俊一
人文学部 ・ 理学部 II 西村 孝司
II II 高木 晃
経済学部 II 森 田 智
教 養部 II 船 崎 浩之
附属図書館 fl 岡畑 京子
経営短期大 学部 II 小林 雄二
富山工業高等専 門学校
学生 課 文部事務官 河合 真郎
富山商船高等専 門学校
庶 務 課 文部技官 大 内 修一
国立立山少年自然 の家
事 業 課 文部事務官 光j幸 和嗣
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2. 研修 日程
学 報 第262号
I I ｜一一一上一一一｜ I I I j_＿一一上一一一よ一 一ーム一一一←ーl…礎知識 I I ｜ 酬の 法削減 ーの山 ＇�
1 I ：� �ヶつ に「国立学校等の沿 l i 「厚生納得�＞務の I r Ji<i舟組合 （ 制IDJ I r 子鮮のしくみと 1 4事 ！肋 ！ ぷ革 と組織について」 ｜ ｜ 概要について」 ｜給付）についてJ ! i執行についてJ ！ l 会I 1本 屯1 I I I l ! 
庶務諜謀長補佐 ！ 1 字 生諜課長補佐 ｜経理諜給与係長 ！ ？主計謀謀長側主 川ぷ立山少年 ｜ げl
高怯正雄 I I �i 慶二 l刈れ春樹 : :i；県勝夫 内然の家へ ｜ ｝ 
公務以制度I ｜ ｜ 見 守： 砂 動
「勤務時附と休暇l I について」 I I 富山県に誼かれる文部省機｜剥iliリ
｜ 
｜ 休 惣 i 益 山 僻 修 所
国立立山少年自然1 I 高山工業高等咋門学校
の家庶務係長 I ! 1ぬ山商船高等＃門学校
li.U曲者長年明 I I ·i:＼山大学 ｛対校｝
議 泌 ｜ 一一一丁 Hf.別討議 ｜ 公務員制度目 一「一一
「健康管理Eにつ、、 ｜ ｜ 「 公務民とな っ てJ I r服務・分限・懲成につい
て」 i ｜ ｛先裁を凶んで）｜てJ1本 車！ I ， 第l HI 人事諜H:肘係長前阻判；樹
。第2 HE 人ギ謀｜ 富山工業高等専門学校
峨民係長士毛沢義男 ｜ 人生甚係長 能登 I}J 
9 : 00 JO: 00 
8 月 刊 白 川 開 講 弐 「国立学校等の
管理運営につい
てJ
オリエンテーンヨ
ン及び自己紹介 事務局長
西村 消
8 体
月 jJA 
20 
日 散
U:l 策
汁
月
21 
日
（本j
8 
月
22 
日
(4') 
生人・と
J
員て務い公つ立つ国にと況織現組の政
等
J
行校て「晶子い
庶務部長
小杉 宏
国立立山少年自
然の家所長
藤田t主宰
公務H制 度目l
アンケート
「給与・災害補償についてJ r人＃'l:l＇・理に
｛本 :\D ついて」
富山商船尚等呼門学校 r.;1 議 式
人 4与f岳民 {i .'A＼外iii 人事謀長
人事諜給与係長本井 正 Ji'：升！［（ fd 
執務の基礎知議V
「接過の知識と実際について」
庶務課庶務係長
})l 三 郎
保健·Ci＇思！センター
教j�
中 村 附lj
執務の基礎知識四 ！ 
「事務電算化の実務につい｜
て」 ｜
総埋識給与係 ｜ 
太 111 1!11 '# I 
レクリエーンヨン
執務の恭世主知識羽
F文書事務の進め方につい
て」
庶務課文書係長
凶 E是 武
昭和60年度文部省北陸地区共同行事体育大会
昭和60年度の文部省北陸地区共同 行事体育 大会が，
去る8 月 20 日（火） に 金沢 大学の 当 番 で開催され ま し た 。
本年度 の競技は， ソフトボール， バドミン トン の 2
種目で行われ， 本学か ら は 2種目合わせ て 28名 の選手
が参加 し ま し た。
競技は ， そ れぞれの 会場に お い て午前 9 時30 分ごろ
か ら 始 ま り ， 当 日は， 真夏に もか かわ ら ず暗 時 々曇 と
い う 絶好のスポーツ日和 で し た。 し か し ソフトボー
ルに おい て は ， l 回戦 で強豪金大B チーム に 1 3対 5 と
圧勝 し た が， 2 回戦 では， 福大 A と 投手戦とな り 1 対
1 で引 き 分け， 抽選の 末負け と な り 惜 し くも準決勝進
出 はな り ま せん で し た。
ま た ， バドミン トン に お い て ， Cゾ ーン の富大 Aは ，
福医大B に 対 し て3 対 0 で圧勝 し ， 対富山商専 に は 2
対 1 で勝 っ た が， 強豪金大 B に 敗れ予選リーグ 第 2 位，
Dゾーン の富大 B は ， 福井 高専 に 3 対 0 で圧勝 し た が，
富医大B ， 金大 Cのぞれぞれに 敗れ第3 位 と な り健闘
むな し く決勝トーナメント進 出 は な り ま せん でした。
なお， 成績等詳細は 次の と お り です。
(1 ） 日 時 昭和60年 8 月 20日（火） 9 : 30～16: 30 
(2）会 場 ソフトボール 湖南野球場
バドミン トン 金 沢市総合体育館
(3）参加 人 員 28名 （ ソフトボール 13名 ，
ノ〈ドミン トン 15名 ）
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ソフトボール競技結果表
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バドミントン競技結果表
決
勝
リ
ー
グ
優 勝 福 大A福 準優勝 富医大A
大 第三位 金大B
A 第三位 金大C
此ん
金大A
優 勝 金大A
準優勝 福大A
第三位 福医大A
第三位 若狭 自然
7 10 11 12 13 14 
Dゾlン代表
金大C
Bゾ｜ン代表
一倍大
A
Cゾlン代表
金大B
Aゾlン代表
富 医大A2 4 5 6 自
9宮
田 医大A 金大
A
富医大B 一福大
B
富山 高 等 若狭自然福大
A
� 金大B 福医大B 石川高専 富 山 商 専 悩 医大A 福井高専
大
バドミントン競技予選リーグ
Aゾーン
チーム名 福医大A 福 大B 石川高専 富山高専 富 医大A 111員 位
福医大A ＼＼＼ 1 - 2 1 -2 3 - 0  0 - 3  4 
福 大 B 2- 1 ＼＼＼ 2 - 1 2-1 0 - 3  2 
石川高専 2 - 1 1 - 2 ＼＼＼ 3-0 0 - 3  3 
富山高専 0-3 1 - 2 0-3 ＼＼＼ 0 - 3  5 
富医大A 3 - 0  3 - 0  3 - 0  3-0 ＼＼＼ 1 
Bゾーン
チーム名 福 大 A 高岡 短大 能登青年 金大 A Jll買 位
3 - 0  3 - 0  1 
2 0-3 4 
能登青年 0 - 3  2- 1 3 止さA 0-3 3-0 2 
Cゾーン
チーム名 富 大A 福医大B 金大B 富山商専 }Ii員 位
富 大A ＼＼ 3-0 0 3 2- 1 2 
福医大B 0-3 ＼＼＼ 0-3 0-3 4 
金大B 3 - 0  3-0 ＼＼＼ 3 0 1 
富山商専 1 -2 3-0 0 -- 3 ＼＼＼ 3 
Dゾーン
チーム名 福井高専 富医大B 富 大B 金大C )Ii貢 位
福井高専 ＼＼＼ 1 -2 0 - 3  0 - 3  4 
富医大B 2 - 1 ＼＼＼ 2 - 1 0-3 2 
富 大B 3-0 1 -2 ＼＼＼ 1 -2 3 
金大C 3-0 3 - 0  2 1 ＼＼＼ 1 
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健 康 診断のお知らせ
次の と お り健康診断が実施され ま す
の でお知 ら せし ま す 。 胃
検 診 項 目
グ〉 検
実施 月 日 場所 対 象 者
査 10 月 7 B（月）
なお， 実施 月 日 につ い て は ， 都合に
よ り 変更される場合もあ り ま す の で掲
示等に 注意してくだきい。
肝 機 能 の 検 査 10月 8 日 （火）
保 健管理 40歳以上の職員
センター
(GOT ,GPT , TC) 10月 9 日 （水）
1 1 月 1 1 日 （月）
（ 問合せ は ， 人事課任用係
（ 内線 269） へ）
循 環 器 の 検査 1 1 月 12 日 （刈 35歳以上の職 員
（ 心電図， 血圧） 1 1 月 13 日 ヤド）
II 
1 1 月 14 日 （木）
婦人科検診 （子宮がん） 2 月 上旬 II 35歳以上の女子職員
寄 稿
〈冬のモスクワ〉
真夏に 記す冬の印象 と は いささか覚束なく， 具合の
悪いもの で は あるが， 8 か 月 余 り 滞在した モスクワに
ついて書く と なる と ， やは り ま っ さ き に思い浮ぶの は
冬の 日 々の情景である。
そ の前年， 前 々年 と 暖冬が続いたもの の， 今年 こ そ
リ ャ ピーナ
は 大変なマロース （ 厳寒） がや っ てくる， ななか ま ど
があんなに赤〈実 っ て いるのだか ら ， と ロシア人 たち
は しき り に話して い た 。 秋に な なか ま どの実が濃く色
づく と ， そ の年 に は 必ずマロースに お そ われる一一ー彼
等 は そ う 信じ て いる。 そ し て ， 実際 に そ う な っ た 。
9 月 半ばか ら の 「小春 日 和」が過ぎ， 森の樹々や街
吋’ラターーヤ・ オーセニ
路樹がい っ せ い に 黄ばむ 「黄金の秋」に かげ り がみ え
は じめる と ， 空は どん よ り として 重苦しし 吹く風も
冷たくな っ て き た 。 10月 1 5 日 に 白いもの がち ら は ら 舞
っ て き て ， すぐに 消 え た が， 翌 日 は 本格的な雪に な っ
た。 横なぐ り に降る冷たい雪だ っ た 。 こ の頃か ら 気温
がマイナスに転じ， 雪の 日 が多くな っ て い っ た 。
1 1 月 28 日 に ついに マロースがや っ て き た。 マイナス
20度 。 戸外 に 出る と 空気がぴーん と 張 り つめ た よ う な
感じ で （ 大袈裟に い え ば呼吸 をするのか苦しい感じで），
鼻の中がもぞもぞし， 顔の皮膚が こ わばる。 こ れ ま で
経験した こ と のない異様な感覚だ っ た 。 こ のマロース
は ， しかし， 2 日 続い ただけ で， そ のあ と はしば ら く平常
の気温が続く， と 再びマロース。 ……不思議なもの で
一度 マロース を 経験する と ， マイナス10度 前後は それ
ほど寒い と は感じ ら れなくなる。 あるロシア人 のいわ
8 
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〈一一マロースになれば晴天 で気分もいいし， 風邪も
ひかない （ 風邪の菌も死んでし ま う ）。 つ ま り， 曇 っ
た り 雪が降 っ たりするの は 気温が ま だ そ れほど低く な
い と い う tっけだ。
最初のマロースのあ と ， 私はボリショイ劇場 に程近
い 「子供の世界」 と い う 店 で円型の温度 計 を 買い， 宿
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舎の；を：の外枠に ガムテーア で貼りつけ た 。 以後． 毎朝
版 を 覚 ま す と ま っさ き に 窓越しに こ の温度 計の目盛り
を 読み， そ の 日 の 身仕度 を 決め る の が日課となっ た 。
マロースのと き は毛皮外套 を 着 て 出 る し， 靴下も重ね
は、 き す る 。 マイナス10度 前後な ら 日 本か ら 持って き た
軽い， キルティングのコートで大丈夫だ。 しか し ， ど
んな場合 も 毛皮帽子なし ではすまされない。 勿論， 傘
はい ら ないっ
ロシア人はマロースが き て も ， どんなに雪が降って
も戸外の散歩 を 欠かさない。 雪の中 を 若い母親が乳母
車 を ゆっくり押しなが ら 散歩 し て い る の を 何度 も見か
け た こ と が あ る 。 私も彼等 に 倣って 日 に 一度 は戸外 を
歩く こ と に し た 。 マロースの朝など宿の近くの， 雪に
お お われた 白樺林 を 歩くの は爽快だっ た 。
と こ ろでロシアの長い冬 を， 長い夜 を 楽しく過 ごす
べ〈私はしばしば劇場 に 出かけ た 。 モスクワに は劇場
が40以上も あ り， どの劇場も毎晩臼替りのレパートリ
ー を 用 意して い る 。 入場料は 平均2 ループリ（約600円 ）
と い う 安さ。 毎週土曜 日 に 発行され る 「モスクワ ・ レ
ジャー」 と い う 新聞 で各劇場の向 こ う 一週間の上演予定
目録 を 見 て は 急いで切符 を 買い求め たもの で あ る 。 切
符は劇場 でも街のキオスク で も ， ま た ， 外国人向け に
ホテルのビューロー で外貨 で売って い る が， 人気 の あ
る 演目はあ っ と い う 聞に 売り切れて し ま う 。
劇場はど こ も開演が午後 7時。 劇場 に 近づく と ， 「余
分の切符は ありませんか1」 「余分の切符 は あり ま せ
んか1」 の呼び声が聞 え て く る 。 切符 を 入手 で き なか
っ た 人 た ちが， 最後の手段 と ばかり劇場入口付近 に 立
っ て ， 入っ て く る 一人一人 に 芦 を かけ て い る の であ る 。
こ の呼び声 を 聞く と ， 何 と はなしに そ の日の演目への
期待が広がり， 胸が高鳴 る 。
二重扉 を 押 し て中に 入れば， そ こ は じゅ う ぶんに暖
房の き いた「温室」 。 クロークルームで外套と帽子 を
預け る 。 劇場 に 限 ら ず， 大学でも図書館で も クローク
ルーム で働い て い る のは大抵60歳， 70歳の お 婆さん
だ。 重い外套 （ロシアの毛皮外套 は 本 当 に 重い） を 掛
け た り外し たり， かなりの重労働であ る は ずなの に ，
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働いて い る お婆さんた ちの姿に 暗い影はみじんもない。
むしろ他人の同 情など は ねつけ る よ う な毅きが そ こ に
あ る 。 外套 を 預か る と き ， お婆さんは客に 「オペラグ
ラスはいかが？」 と 訊くの を 忘れない。 「夕、ー」 の答
が返っ て く る と ， と た ん に 柔和な表情 に な り ， カウン
ター の下か ら 大事そ う に オペラグラス を 取 り 出 し ， 客
の手に 握 ら せ る 。 貸料は 30カペイカ （約90 円 。 こ の う
ちの何程がお婆さん個人の収入に な る のだろ う ？） 。
よ い席でオペラグラスが必要 でない と き でも， 私は そ
れ を 借り る 。 あ と で外套 を 受け取る と き ， 長い行列に
並ばずに すむか ら だ。 オペラグラス を 借りたもの に 与
え ら れ る こ の不思議な特権 を 行使す る かしないかでb帰
宅時聞が大幅に 違ってく る の であ る 。
きて， 外套と帽子 を預け， 身も心も軽くな る と ， 柔
ら かいじゅ う た んが敷 き つめ ら れたロビー を ， 壁に飾
ら れ た舞台写真 と かそ の劇場 の歴代の演出家や俳優 た
ちの肖像 を 眺めなが ら ， ゆっくり歩く。 第一ベルが鳴
る 。 ホールに 入りしなに 公演ノfンフレット を 買 う （ こ
れもお婆さんか ら ） 。 パンフレット と いっても 日 本 の
よ う に 数百円 ， 数千円もす る 「豪華」 なもの で はない。
オペラやノ〈レーの場合には作品の梗概も付いて い る が，
芝居 の場合 は スタッフ， キャ ストが示きれてい る だけ
の一枚の紙片。 第二ベルが鳴 る 。 席に つ き ， パンフレ
yト を 広げ， なじみの俳優の 以 前演じ た あ れ こ れの役
柄， 情景 を 思い浮べ る 。 開演 を 待つ こ の数分間が何 と
も楽しい。 第三ベルが鳴り， 客席のざわめ き がしだい
に おさ ま っ て く る 。 頭上の灯が消 え る 。 緊張の瞬間。
…芝居がはね句 劇場 を出れば外 は 雪。 大 き く息 を 吸い
込んで歩 き 出す 。 粉雪が街灯に反射してキラキラ光 る 。
感動 の余韻 を ひ き づりなが ら ， 地 下鉄の駅への道を 急
(1985年 7 月 30 日 記）
砂筆者は， 文部省 長期在外研究員（甲種） と し て， 昭
和59年 8 月 30 日 か ら 昭和60年 6 月 29 日 ま で10か 月 間
チエーホフ研究 の た め， ソヴィエト連邦共和 国 及 び
ヨーロッパ各国へ外国出張され ま し た の で， 特に寄
稿 を 御依頼した も の です。
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職員 消息
〈住所変更〉教育学部
附属中学校教諭 j畢井 隆
附属幼稚園教諭 野畑 美恵
文部事務官 川遁 誠
教聾部
助 教 授 永井 和
[!C 報 ｜
｜経済学部庶務係長草島幸雄氏逝去｜
経済学部庶務係長草島幸雄氏は ， 昨 年 1 2 月 か ら 病気
治療の た め富山県立中央病院に 入院中の と こ ろ， 8 月
23 日に 逝去きれ ま した 。
享年 48オ
こ こ に 御冥 福を 祈I）， 謹んで哀悼の 意 を 表し ま す 。
草島係長は， 昭和27年 7 月 富山 大学教育学部附属小
学校に 勤務され， 同 34年 6 月 学生部学生課， 同 41年 4
月 事務局庶務課， 同 45年 4 月 庶務部人事課人事係給与
主任， 同 46年 4 月 附属図書館総務係長， 同 47年 5 月 庶
務部人事課職員係長， 同 5 1年 4 月 庶務部 人事課給与係
長， 同 56年 10 月 庶務部人事課任用係長， 同 59年 4 月 経
済学部庶務係長 に 配置換 と な り ， こ の間33年の長 き に
わ た り ， 一貫し て 持前の適切な判断力 と 責任感 を もっ
て職務 を 全 う され， 常 に 本学の中堅職員の範 と して 今
後の活躍 を 期待されていただけ に ， そ の急逝が惜し ま
れます。
＠＠＠食＠＠居間＇＂＂＂＂主 要行 事
本 部
8 月 2 日 昭和6 1年度 大学入学者選抜共通 第 1 次学力
試験実施担当者会議（於 名古屋 大学）
5 日 金沢 大学辰口共同 研修センタ一運営協議会
（於 金沢 大学）
6 日 学務関係係長会議
7目 安全管理関係説 明 会
19～ 22日 昭和60年度 富山県内 国立学校等事務職員
（初任者）研修
（於 富山 大学， 立山少 年自然 の 家 ）
20日 昭和60年度文部省北陸地区共同 行事体育大
会（於 金沢 大学）
20～ 23 日 第29回（昭和60年度 ） 中部地区学生補導厚生
研究会東海 ・北陸地区研修会
（於 富山県民会館 ）
22日 公開講座「健康・ スポーツ教室」開講
(-10月 5 日 ま で）
22～ 23日 第 18回 東海 ・北陸・近畿地区経理系部長会
議（於 大阪教育大学）
23 日 第 9 回北陸地区会計事務担当者連絡協議会
（於 富山 医科薬科 大学）
24 ～ 25 日 庶務部レクリエーション（於 山代温泉 ）
27～ 28日 大学院問題検討懇談会（於， 金沢 大学）
28～ 30日 昭 和60年度 国立学校事務電算化講習会
（於 名古屋 大学）
nu 
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31 日 親和会レクリエーション
（於 白樺ハイツ）
人 文 ムサ比・
8月10 日 事務連絡会
22 日 係長連絡会
｜教育 品子晶
8 月
7 ～ 8 日 パーソナ ルコンビュータ に よ る教育情報処
理セミナー
（於 教育実践研究指導センター ）
20～21 日 全国国立大学附属学校園長会総会
（於 唐津 市 ）
24 ～ 25 日 呉 山 会レクリエーション （於 山 中温泉 ）
26 日 人事教授会 （持ち回 り ）
26～ 28日 公開講座 「マイクロコンビュータ の教育利
用」 一 LOGO を 学ぶ一
（於 教育実践研究指導センター ）
27 ～ 29日 教 員 養成学部学生合宿研修
（於 立山少 年自然の家）
29日 附属小学校， 附属中学校第 2 学期始業式
経 済 学 部
8 月 1 日 教授会
3 1日 学部補導委 員 会
9 月
31～1 日 経済学部・ 経営短期 大学部合同 （親睦会）
レクリエーション （於 芦原温泉 ）
理 学 部
8 月 10 日 事務連絡会
22 日 係長連絡会
26 日 大学院理学研究科入学願書受付
( 8 月 31日 ま で ）
報 第262号
学 部
8 月 1 日 授業終了
1 ～2 日 日 本工業教育協会第33四 年 次大会
（於北海道大学工学部 ）
5 日 第 2 期移転作業開始
学部補導委 員 会
17日 大学院工学研究科入学願書受付
( 8 月 23日 ま で）
附属図書館
8 月 1 日 第 2 回北信越地区国立大学図書館ネットワ
ーク検討委 員 会北陸部会 （於 金沢 大学 ）
5 日 係長事務打合せ
19日 工学部分館 の 第 2 期移転作業開始
24～ 25日 附属図書館レクリエーション（於下呂温泉 ）
保健管理センター
8 月 7 8 第 1 2回 全国大学保 健管理協会東海・北陸地
方部会保健婦 ・ 看護婦班研究集会
（於 愛知教育大学 ）
8 日 北陸地区国立 5 大学合同健康増進合宿セミ
ナー打合せ会 （於 愛知教 育大学 ）
8 ～ 9 日 第23回 全国大学保 健管理研究集会東海・北
陸地方研究集会 （於 愛知教育大学）
経営短期大学部
8月
29 ～ 30 日 国立夜間短期 大学事務長会議
（於 長崎大学 ）
9 月
3 1 ～ l 日 経済学部・ 経営短期大学部合同 （親睦会）
レクリエーション （於 芦原温泉 ）
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人事院勧告につ い て
給与勧告につ い て
人事院は， 昭和60年 8 月 7 日 国会及び内閣に 対し，
一般職の職員 の給与 につ い て 勧告 を 行 い ま し た 。
今回 の勧告は， 俸給等 につ い て は ， 官民較差に相当
する14 , 312円 （ 5.74%） の引 き 上げ改定の勧告 を 行っ
た他， 職務 と 責任 に 応 じ た 給与の原則 を 推進するた め，
行政職等の俸給表 に つ い て 職務 の等級の新設 ・ 統合 を
行 う と と もに ， 専 門 的な知識， 技術等 を 必要 と する特
定の分野の行政 に 携わる職員 を 対象 と する専 門行政職
俸給表 を 新 設する等の改定 を 行 う と する勧告 を 行 っ て
い ま す。
勧告の う ち， 本学職 員 に 関 す る給与勧告 の 内容は，
次の と お り です。
（ 給与勧告 の 内 容 ）
I . 官民較差
1 . 較差 14, 312円 5.74% 
（ 内訳 本較差1 3 , 133円 遡及 改定分1.179円 ）(5.27%) (0.47%) 
2. 配分 俸給 1 1 , 907円 諸手当 1 , 684円(4.78%) (0.67%) 
は ねか え り 721円 計 1 4 , 312円(0.29%) (5.74%) 
II. 改定の 内 容
1 . 俸給表
( 1 ） 俸給表 別記第 l の と お り （級制 に変更 ）
(2） 配分傾向 初任給，30～40歳，管理職 員 に重点
(3) 各俸給表 の平均引上率 5.2%～ 5.3% 
(4） 指定職俸給表 行政職 の給与改定 と 同程度
(5) 俸 給制度 の 改正
ア． 等級構成の再編整備一職務 の複雑・ 専門化，
職務段階の分化等 に 対応して ， 行政職俸給
表（ベ）に つ い て 8 等級制 を 1 1級制 に 改める等，
現行の各俸給表 に お ける職務 の等級 を職務
の級に 改める と と もに， 再編整備 を 行 う 。
（現行 は 上位 の職務か ら 順に 「 1 等級， 2 
等級， 3 等級…」 であ っ た が， 改正では逆
に 下位の職務 か ら 順に 「 1 級， 2 級， 3 級
…」 と なる。）
イ． 専 門行政職俸給表の新設一航空管制官， 特
許審査官 ・審 判官， 植物 ・ 家畜防疫官， 船
舶検査官等の専門 的な知識， 技術等 を 必要
と する特定の分野の行政に携わる職 員 の処
遇の適正化 を 図る た め新設す る。
ウ． 号俸構成の整備一定年制 の実施 を 踏 ま え所
要の号俸の増設 を は かる。
(6） 俸給の切 替 え
新しい俸給表に切 り 替る こ と に伴 う ， 「職務
の等級」 か ら 「職 務 の 級 」 へ の 変更 ， 及 び
「 ｜日号俸」 か ら 「新号俸」 への変更 は 別記 第 2
の と お り
2. 諸手当
民間に お ける同種手当の支給状況等 を 考慮し て，
次の と お リ改定
(1 ） 扶養手当
－配偶 者 1 4 , 000円 （ 現行13 , 200円 ）
．配偶者以外の扶養親族 の う ち 2 人
各4 , 500円 （ 現行 4 , 200 円 ）
た だし， 配偶者のない職 員 の場合 に は， 扶養
親族 の う ち 1 人は， 9 , 500円 （ 現行 8 , 900円 ）
．配偶 者 以 外 の扶養親族 の 3 人目以下
1 , 000円 （ 現行どお り ）
－昭和6 1年 6 月 l 日か ら 児童手当制度 が改め ら
れるこ と に 伴 い ， 児童手当の支給対象 と なる
第 2 子 がある場合に は ， 扶養手当の額 を 減額
調整する。
(2） 通勤手当
ア． 交通機関等利 用 者
・ 全額支給限度 額 20 , 000円 （ 現行18 , 300同）
・す加算限度 額 4 , 000円 （現行 3 , 400円 ）
イ． 交通用具 （自転車 ・自動 車等） 使用 者
a ） 一般の場合
・片道 5 km未満 2 , 000円 （ 現行どお り ）
- 1 2  -
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・ 片道 5 km以上～lOkm未満
2,700円（現行2,600円）
・片道lOkm以上 3,600円（現行どおり）
(b）通勤不便者の場合
・片道lOkm以上～15km未満
5,500円（現行5,000円）
．片道15km以上～20km未満
7,500円（現行6,800円）
・片道20km以上 9,600円（現行8,700円）
(3) 住居手当
ア． 借家 ・ 借間居住者
－基礎控除額
・全額支給限度額
．÷加算限度額
イ ． 特家居住者
(4) 初任給調整手当
9,000円（現行どおり）
7,500円（現行どおり）
7,500円（現行7,200円）
1,000円（現 行 どおり）
報 第262号
－医療職俸給表ト）以外の適用を受ける医系教官
最高支給限度額 42,000円（現行41,100円）
(5）期末・勤勉手当
－年間支給割合 4.9月分 （現行どおり）
3， 実施時期
昭和的年4月1日 （扶養手当と児童手当との
調整措置の改正は， 昭和61年6月l日）
III 週休2日制
民間における情勢等を考慮すると， 近い将来にお
いて4週6休制へ移行させる必要があると認められ
るが， 4週6休制へ円滑に移行させる場合の具体的
問題点を検証する趣旨で， 4週5休制の枠内におい
て， 現行の運用を弾力化し， 4週間につき2回の土
曜日について4分の2ずつ交替で休む方式を導入す
るなど所要の対応策を検討する。
＠ 構内での自動車等の運転は， 教育 ・研究に支障を
来さ な いよう安全運転に努め定められた交通方法，
歩行者の安全及び騒音防止に努めましょうグ
一職員会館の宿泊の御案内一
。利 用 日……土・日曜日及び祝日も利用できます．グ
。申し込み……利用日の2目前までに．グ
＠門限時刻……午後10時 ……御協力を……グ
13 -
昭和60年 9 月 1 日発行 学 報 第262号
別記第 1
行政職俸給表
イ 行政職俸給表←）
防護 l級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 10級 11級号俸 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 附月額｜俸給月額｜俸給月額
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
1 92,700 113,200 132, 200 161 ,500 176,400 255, 400 288,000 328,800 
2 95 ,500 118, 800 139 ,000 168,900 184,200 201,300 217 '900 236' 100 266,100 299 ,400 342 '600 
3 98,600 125' 100 145,800 176,300 192' 100 209 '500 226,300 244,900 276,800 310 ,900 356,400 
4 101, 700 132'100 152 '700 184' 000 200,000 217,700 234 '700 253 ,800 370,200 
5 138' 500 159,700 191, 800 207,900 225 '900 243,200 262,900 298,400 333,900 384,000 
6 109' 100 143,700 166 ,600 199,600 215,600 234,100 309,300 345 ,400 397,800 
7 113,200 148 ,800 173,400 207，州 2川O 242 ,300 260 '500 281 '100 320,200 
8 1 17 ,200 153 '700 180 ,000 214,600 230,6 00 250' 700 269,200 290,200 331,000 368 '400 425 '000 
9 120,800 158, 100 185 ,600 221,700 238,000 259,200 277 '900 299,300 341,700 379,900 438,400 
10 124,000 162' 100 191,100 228 ,800 245 ,400 267' 800 286 ,600 308,300 352, 100 390 ,800 451, 600 
11 126 ,800 166,100 196,400 235,800 252 ,800 276,400 295,300 317,300 362' 100 399,900 462,000 
12 129 ,600 170 ,000 201,600 242 ,800 260,000 285,000 303,700 326 ,200 371, 900 
13 132 ,000 173,900 206,800 249,500 266,800 293,500 3川 ｜ 山00 380 '600 416,000 474,700 
14 134 ,300 176,700 211, 500 256, 100 273,500 301,400 318 '600 342 '900 387 ,300 422 ,800 480 '500 
15 136 ,400 179,500 216,000 262,000 279' 100 308,700 325,000 349,700 393,800 I 427 ,400 485 '300 
16 138 ,000 182 '300 220,500 267 '700 284 .• 200 3 14, 700 330, 500 356,000 398,200 
17 185,000 224,600 271, 900 288' 900 ! 320 '200 335' 600 360, 200 402 '500 
18 187,500 228,000 275,500 292,600 324,200 I 339,900 364 ,100 406,800 
19 189 '500 231,200 279, 000 296 ,200 328,000 343,800 368,000 
20 233. 600 
I 
281 299,300 331,800 347,600 371, 800 
21 236 '000 284 '200 302,200 335,600 351,300 375,600 
22 238,400 286,800 305' 100 339 ,300 355 ,000 
23 240,700 289,300 308,000 342 ,900 
24 243' 000 291,800 310,900 346 '500 
25 245,200 294 ,300 313,700 
26 247 ,400 296,700 316,500 
27 249,600 299' 100 
28 301, 500 
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口 行政職俸給表民）
学 報 第262号
｜＼ 1 級 6 級
職務
の 級 2 者及 3 級 4 級 5 級
号 俸｜俸給月額｜俸給月額｜俸給月額｜俸給月額｜俸給月額｜俸給月額
1 83,300 
85,800 
88,300 
90,800 
93,400 
96,200 
99,400 
102,700 
106,400 
110, 700 
115 '600 
120,600 
125,600 
130,500 
135,200 
139,600 
143,700 
147,700 
15 1,200 
154,000 
156,800 
159,500 
162,200 
164,600 
166,800 
168,800 
170,800 
172,800 
174,600 
176,400 
178,200 
ワUqJdせ戸hdpo
7 
012
345
67
89
01234
567890 
89
111
1AIl－－
1122
222222223
3 
32 I 180,000 
円
115,600 
120,600 
125,700 
130, 900 
136' 100 
141,200 
146,200 
151,100 
156,000 
160,700 
165,400 
169,800 
174,200 
178,300 
182,200 
185,800 
189' 300 
192,700 
196' 100 
198,600 
200,700 
202,800 
204,800 
206,800 
208,800 
210,800 
2 12,700 
214,600 
216,500 
円
130,900 
136,600 
142' 300 
148' 100 
153,800 
159,600 
165, 100 
170' 500 
175,800 
18 1,000 
185,700 
190,400 
195,000 
199,500 
203,900 
208,300 
212,700 
2 17' 100 
221,300 
225, 100 
228, 100 
230,600 
233,000 
235,200 
237,300 
239,400 
241,500 
243,600 
245,600 
247,600 
249,600 
円
148, 100 
153,900 
159,700 
165,500 
171,300 
176,900 
182,200 
187,200 
192,200 
197,100 
201, 900 
206, 500 
2 1 1, 100 
215,700 
220,300 
224,900 
229,000 
232,700 
235,900 
239, 100 
242, 100 
244,900 
247 '700 
250,400 
252,900 
255,400 
257 ,600 
259,800 
円
171,300 
177' 100 
183,000 
188,900 
194,800 
200,700 
206,400 
21 1,600 
216,700 
221,800 
226,900 
232,000 
236,900 
241,800 
246,600 
25 1,300 
255,800 
260,200 
264,200 
268, 100 
271,700 
275,200 
277,600 
280,000 
282,400 
円 円
195,200 
201,500 
207,900 
2 14,800 
221,700 
228,800 
235,900 
243,100 
250,300 
257,500 
264,600 
271, 700 
278,600 
284,700 
290,600 
296,500 
302,400 
却7,500
3 12,400 
3 16,700 
320,900 
324,900 
328,300 
Ed 
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専門行政職俸給表
｜＼ 職め務級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級
号 俸 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円 円 円 円
1 105, 700 162,500 194,200 228,000 255,400 288,000 328,800 
2 109,600 169,900 202,300 236,600 266, 100 299,400 342,600 
3 113, 700 177,300 210,500 245,400 276,800 310;900 356,400 
4 119,300 185,100 218,800 254,300 287 ,500 322,400 370,200 
5 125,600 192,900 227, 100 263,300 298,400 333,900 384,000 
6 132,600 200,700 235,400 272,300 309,300 345,400 397,800 
7 139,600 208,500 243,800 28 1,300 320,200 356,900 411,400 
8 146,600 216,100 252,400 290,300 331,000 368,400 425,000 
9 153,600 223,500 261, 000 299,300 34 1, 700 379,900 438,400 
10 160,600 230,900 269,600 308,300 352, 100 390,800 451,600 
11 167,400 238,300 278,200 317,300 362, 100 399,900 462,000 
12 174,100 245,600 286,800 326,200 37 1,900 408, 700 468,400 
13 180,600 252,900 295,400 334,600 380,600 416,000 474, 700 
14 186, 100 260,000 303,800 342,900 387,300 422,800 480,500 
15 191,500 266,800 311, 700 349,700 393,800 427,400 485,300 
16 196,700 273,000 318,600 356,000 398,200 
17 201,800 278,000 325,000 360,200 402,500 
18 206,900 281,800 329,000 364' 100 406,800 
19 21 1,500 285,400 332,800 368,000 
20 216,000 288,400 336,600 37 1,800 
2 1  220,500 291,400 340,400 375,600 
22 224,600 294,000 344, 100 
23 228,000 296,500 347,700 
24 23 1, 200 299,000 35 1,300 
25 233,600 
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イ 教育職俸給表（ー）
学 報 第262号
＼ 職の務級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級
号 俸 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円 円
1 109,000 134,000 184,300 214,700 275,300 
2 113,800 142,300 192,600 224,200 285,700 
3 118,900 150,600 201,000 233,700 296,200 
4 125,200 159,000 209,600 243,400 306,700 
5 131,600 167,400 218,400 253,100 317,200 
6 138,800 175,800 227,300 262,800 327,800 
7 146,000 184,200 236,200 272,500 338,400 
8 153,600 192, 500 245, 100 282,200 349,000 
9 16 1, 300 200,800 254,000 291,800 359,600 
10 169,200 209,100 262,800 301,300 370,200 
11 177,000 217,300 271, 300 310,300 380,800 
12 184,400 225,300 279,800 318,500 391,400 
13 191,400 233,200 288,200 326,500 402,000 
14 198,000 240, 100 296,600 334,400 412,600 
15 204,200 247,000 304,600 342,000 423,200 
16 210,300 253,100 312,300 349,600 433,500 
17 216,000 259,100 320,000 357, 100 442,600 
18 221, 600 265,000 327,400 364,500 451,700 
19 227,200 270,900 334,700 371,600 460,800 
20 232,500 276,600 342,000 378, 100 469,200 
21 237,600 282,300 349,000 384,500 476,900 
22 242,600 287,900 356,000 390,900 482,600 
23 247,500 293,200 362' 300 396,600 487,500 
24 252,200 298,500 367,900 402,200 492,300 
25 255,900 303, 700 372,000 407,300 
26 259,600 308, 100 375,400 410,800 
27 263,200 311, 700 378, 700 414,300 
28 266,600 315, 000 381,900 417,800 
29 269, 100 318, 100 385, 100 
30 271,600 321, 200 
31 274,000 324,200 
32 276,400 327,200 
33 278,800 330,200 
司t
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ロ 教育職俸給表（司
＼ 職の務級 1 
号 俸 ｛奉
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
1 1  
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21  
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
- 18 一
学
級 2 
車合 月 客買 俸 給
円
101, 100 
104,700 
108,900 
113, 300 
1 18,400 
124, 100 
130,600 
137,400 
144,400 
15 1,400 
158,300 
165 ' 100 
17 1,900 
178,600 
185,300 
192,000 
198,600 
205,200 
2 1 1, 700 
217,500 
223,300 
228,700 
234,000 
239,100 
244,200 
249,200 
254,000 
258,400 
262,800 
266,200 
269,400 
272,600 
275,600 
277,900 
280, 100 
282,300 
284,500 
286,700 
報 第262号
級 3 級 4 級
月 客員 俸 給 月 害責 俸 車合 月 客買
円 円 円
125 ,900 235,700 320,000 
133,200 244,300 329, 100 
140,500 252,900 338,200 
147,800 261,500 347,300 
155,000 270, 100 356,400 
162,200 278,700 365,500 
169 , 400 287,300 374,600 
176,600 296,000 383,600 
183,800 304,700 392,600 
190,900 313,300 401,500 
198,400 321,900 410, 100 
206,700 330,500 418,200 
215, 100 338,900 425,600 
223,500 347,100 432,8 00 
23 1, 900 355,200 437,400 
240,200 363,200 
248,500 371, 200 
256,700 379,200 
264, 900 387,200 
273, 100 394,400 
281,300 401,300 
289,500 408,000 
297,700 414,600 
305,800 418,800 
313,200 
320,400 
327,500 
334,600 
341,700 
347,800 
353,600 
358,600 
363,000 
367,300 
371,600 
374,600 
行
一出
発
一劃
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学 報 第262号
ト＼ 職の務級 1 キ及 2 級 3 級 4 級号 イ奉 ｛奉 給 月 客員 俸 給 月 害買 俸 車台 月 額 俸 給 月 額
円 円 円 円
1 101, 100 108,900 201,000 316,600 
2 104, 700 1 14,400 209,700 324,700 
3 108,900 119, 900 218,400 332,800 
4 1 13 '  300 125,900 227, 100 340,900 
5 1 18,400 133,200 235,700 349,000 
6 124, 100 140,500 244,300 357,000 
7 130,600 147,800 252,900 365,000 
8 137,400 155,000 261,500 372,800 
9 144,300 162,200 270,100 379,900 
10 151,200 169,400 278,600 387 , 000 
11  157,800 176,600 287,000 393,400 
12 164,300 183,800 294,800 399,700 
13 170,500 190,900 302,600 404,700 
14 176 ,700 198,400 310,200 409 ' 700 
15 182, 700 206,700 317,800 413,800 
16 188,600 215,100 325,300 
17 194,300 223,500 332,700 
18 199,800 231,900 340, 100 
19 205 , 300 240,200 347,500 
20 210, 500 248,500 354,700 
21  215,400 256,700 36 1,300 
22 220,100 264,800 367,500 
23 224,500 272,900 373,000 
24 228,700 281,000 377,700 
25 232, 100 2 回 ， 500 38 1,600 
26 235,400 295,700 384,700 
27 238,200 302,900 387,700 
28 240,700 309,600 390,700 
29 243 . 100 316,000 
30 245,400 322,100 
3 1  247,500 328, 100 
32 249,600 333,900 
33 251,700 339,100 
34 344,200 
35 348,800 
36 352,700 
37 356,500 
38 360,200 
39 362,800 
QU 
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医療職俸給表
ロ 医療職俸給表（司
＼均 1 級 2 級
号 俸 俸給月額 俸給月額
円 円
1 95 , 600 1 17 , 1 00  
2 98 , 800 1 22 , 500 
3 102 , 200 1 28 ,  900 
4 106, 500 135 '  300 
5 1 10 ,  900 141 , 700 
6 1 1 5 , 600 1 48 , 200 
7 12 1 , 000 
8 127 ' 300 1 61 , 200 
9 1 33 , 500 1 67 , 700 
10 1 39 , 200 174 , 100 
1 1  144 , 200 180 , 400 
12 149 , 200 186 , 000 
13 154 , 000 1 9 1 , 500 
14 1 58 , 200 196 , 900 
1 5  162 , 300 202 , 200 
16  166 , 300 207 , 400 
1 7  1 70 , 200 2 1 2 , 200 
18  174 , 100 216 , 700 
19 176 , 900 221 , 200 
20 179 , 700 225 , 300 
21 228 , 500 
22 184 , 300 230 , 900 
23 1 86 , 300 233 , 300 
24 235 , 500 
25 237 ' 700 
26 239 , 900 
27 
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3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級
俸給問 俸給吋 俸給吋 俸給月額 ！ 俸給吋 俸給月額
円
149 , 1 00 
1 56 ,  100 
163 , 200 
1 10 , 400 I 
177 , 700 
185 , 000 
1 92 , 400 
199,  900 
207 , 500 
2 1 5 , 000 
222 , 200 
229, 200 
236 , 100 
243 , 000 
249 , 800 
256 , 400 
262 , 700 
268 , 700 
273, 200 
277 , 000 
283 , 400 
286 , 000 
288 , 600 
291 , 000 
295 , 800 
円 l 円 ｜
170 '  500 201 , 300 236 ' 100 
177 , 900 209 , 700 244 , 900 
185 ,  300 218,  200 253 , 800 
192 , 800 I 226 , 700 262 , 900 
200 , 500 235 , 200 27 2 , 000 
208 , 200 243 , 700 281 , 100 
2 15 , 900 252 , 200 290 , 200 
223 , 600 260 , 700 299 , 300 
231 , 200 269 , 200 308 , 700 
238 , 700 277 ,800 317 , 300 
246 , 100 286 , 300 326 , 200 
253 , 400 294 , 500 334 , 600 
2 60 ,  700 302 , 300 342 , 900 
267 , 700 I 309 , 700 349 , 700 
274 , 600 315 , 700 356 , 000 
280 , 300 321 , 600 360 , 200 
285 , 400 326 , 800 3 64  , 100 
290 , 400 331 , 700 368 , 000 
294 , 200 335 ,  5 00  371 , 800 
339 , 300 375 , 600 
301 , 300 342 , 900 
304 , 600 346 , 500 
307 , 500 350 , 100 
310 , 300 
円 円
275 , 700 333 , 600 
286 , 700 345 , 300 
297 , 700 357 , 300 
308 ' 700 369 ' 300 
319 , 700 381 , 200 
330 , 700 393 , 100 
341 , 500 404 , 900 
352 , 100 416 , 600 
362 , 100 428 , 300 
371 , 900 435 , 300 
380 , 600 441 , 400 
387 ' 300 447 , 300 
393 , 800 452 , 700 
400 , 200 458 , 000 
4 04 ,  500 462 , 500 
408 , 800 
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ハ 医療職俸給表（三）
学 報
＼＼ 坊 ！
号 俸
一
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10  
1 1  
1 2  
13  
14  
1 5  
16  
17  
1 8  
1 9  
20 
21 
22  
23 
24 
25  
26 
27 
28 
29 
30 
31  
32  
33 
1 融 「｜ 一2 融 3 融 ｜
俸給 月 額 ｜ 月 額 俸給 月 額
円 円
103 ' 900 120 ' 161 , 000 
107 ' 700 125 ' 167 ' 500 
1 1 1 , 500 131 , 174 , 000 
1 1 5 , 200 137 , 180 , 500 
1 20 , 600 l仏 187 , 000
I 125 , 800 1 49 ,  1 93 , 400 
131 , 500 154 , 700 199, 800 
137 , 300 160, 300 206 , 200 
142 , 900 165 , 900 21 2 , 600 
148 , 400 171 , 500 218 , 900 
153 ,  800 1 76 ,  900 225 , 300 
159 , 000 182 , 300 231 , 600 
164 , 1 00 187, 500 237 ' 900 
169 , 1 00 192 ,  700 244 , 200 
174 , 100 197 , 900 250 , 400 
178 , 800 203 , 000 256 , 500 
183 , 500 207 , 900 262 , 600 
188 , 100 212, 800 268 , 500 
192 , 700 217 , 700 274 , 300 
197 ' 100 222 , 600 280 , 000 
201 , 400 227, 400 285 , 500 
205 , 600 232 , 200 290 , 000 
209 , 200 237 , 000 294 , 300 
212 , 700 241 , 800 お8 , 400
215 , 800 246 , 600 301 , 600 
218 , 900 250 , 800 304 , 700 
22 1 ,  900 254 , 800 307 , 300 
224 , 200 258 , 700 309 , 800 
226 , 500 261 , 200 312 , 300 
228 , 800 263 , 600 
231 , 000 
268 , 400 
第262号
4 級 5 級 6 級
俸給 月 額 俸 給 月 額 俸 給月 額
円 円 円
174 , 100 201 , 900 231 , 500 
180 , 700 209 , 200 239 , 600 
1 87 , 30 0  216 , 500 247 , 900 
1 93 , 900 223 , 800 256, 400 
200, 500 231 , 100 265 , 200 
207 , 200 238 , 100 274 , 000 
213 , 900 245 ' 100 282 , 800 
220 , 600 252 , 100 291 , 600 
227 , 200 259 , 000 300, 400 
233 , 800 265 , 900 309 , 200 
240 , 300 272 , 800 317 , 900 
246 , 800 279 , 700 326 , 500 
253 , 200 286 , 600 335 , 100 
259 , 600 293 , 500 343 , 300 
266 , 000 300 , 400 351 , 400 
272 , 200 307 , 300 358 , 800 
278 , 400 313 , 800 366 , 200 
284 , 500 319 , 600 372 , 900 
290 , 500 324 , 100 379 , 000 
295 , 800 328 , 300 383 , 000 
300 , 800 332 , 500 386 , 700 
305 , 500 336 , 000 390, 400 
309 , 1 00 339 ， 却O
312 , 500 341 , 900 
315 , 700 
318 , 500 
321 , 200 
323 , 800 
- 21 ー
昭和60年 9 月 1日発行
指定職俸給衰
学 報 第262号
1 . 「職務の級」 への切 替 え
号 俸
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10  
1 1  
1 2  
別記第 2
俸給の切 替 え
俸 給 月
円
450 , 000 
496 , 000 
553 , 000 
6 1 1 , 000 
659 , 000 
709 , 000 
771 , 000 
831 , 000 
890 , 000 
948 , 000 
1 , 004 , 000 
1 , 025 , 000 
客員 ( 1 ） 切替 日 に お い て 行政職俸給表， 教育職俸給表等本学職 員 が該 当 し て い る 俸給表の適用 を 受 け る 職
員 の切替 日 に お け る 「職務 の 級」 は ， 切替 自 の 前
日 に お け る 職務 の 等級 （ 以下 「 ｜ 日 等級」 と い う J
に 対応す る 「職務 の 級」 と す る 。 （ 別 表 第 l の イ
参照 ）
(2） 切 替 日 の 前 日 に お い て 行政職俸給表（一）の適用 を
受 け て い る 職 員 が， 切替 日 に 専 門 行政職俸給表の
適用 を 受け る こ と と な っ た 場合の切替 日 に お け る
「職務の級」 は ， 切 替 自 の 前 日 に お け る 旧 等級に
対応す る 「職務の級」 と す る 。 （ 別 表 第 1 の ロ 参
照 ）
2 . 「号俸」 の切 替 え
(1)  切 替 日 に お け る 号俸 （ 以下 「新号俸」 と い う 。）
は ， 切 替 日 に お け る 「職務 の級」 ご と に そ の者の
切 替 日 の 前 日 に お け る 号俸 （ 以下 「 ｜ 日 号俸」 と い
う 。） に 応 じ た 「 別 表 第 2 」 及 び 「別表第 3 」 に 定
め る 号俸 と す る 。
（ 注 ） 「 別 表 第 3 」 は ， 行政職俸給表（斗， 医療職
新俸給表適用 日 （ 以下 「切替 日 」 と い う 。） に お け る
俸給の切替 え は ， 次 の と お り と な り ま す 。
俸給表仁j 及 び専 門 行政職俸給表の 「 l 級」 と な
る 場合 の 表 です 。
- 22 -
＠ 退庁， 退室の際には， 戸締 り の徹底・電気， ガ ス
の消し忘れ， タ バ コ の吸穀の後 始末に十分注意し，
盗難の防止・火 災の予防に心が け まし ょ う ．グ
。 電気， ガ ス ， 水の省 エ ネ ・省資源に協力しまし ょ
う ．グ
昭和60年 9 fl 1 日発行
別表第1
イ 切替 日 に お い て 専 門行政職俸給表
以外の俸給表の適用 を 受 け る こ と と
な る 職員
俸 給 表 旧 等 級 職務 の 級
8 等 級 1 級
7 等 級 2 キ及
6 等 級 3 級
4 級
5 等 級
5 級
行政職俸給表（一） 6 級
4 等 級
7 級
3 等 級 8 級
9 級
2 等 級 10  級
1 等 級 1 1  級
5 等 級
1 級
4 等 級
3 等 級 2 J汲
行政職俸給表し） 3 級
2 等 級
4 級
l 等 級 5 級
特 1 等級 6 級
（ 例 ） ・ 行政職ト） 6 等級 一→ 行政職（一－） 3 級
・ 行政職（ゴ 3 等級 一→ 行政職仁.） 2 級
・ 教育職付 2 等級 ー→ 教育職ト） 4 級
学 報
俸 給 表 旧 等 級
5 等 級
4 等 級
教育職俸給表（→ 3 等 級
2 等 級
1 等 級
3 等 級
教育職俸給表（ゴ 2 等 級
教育職俸給表（斗 l 等 級
特 l 等級
6 等 級
5 等 級
4 等 級
医療職俸給表仁j 3 等 級
2 等 級
特 2 等級
1 等 級
特 1 等級
4 等 級
3 等 級
医療職俸給表（ ゴ 2 等 級
1 等 級
特 1 等級
職務 の級
1 級
2 級
3 級
4 主及
5 級
1 級
2 奇及
3 主及
4 級
1 級
2 寺＼＆
3 級
4 級
5 級
6 級
7 級
8 級
1 級
2 級
3 級
4 級
5 級
6 級
第262号
ロ 切替 日 に お い て 専 門
行政職俸給表の適用 を
受 け る こ と と な る 職員
旧 等 級 職務 の級
8 等 級
7 等 級 1 議
6 等 級
5 等 級 2 級
4 等 級 3 級
3 等 級 4 級
5 級
2 等 級
6 級
1 等 級 7 級
－ 行政職（→ 5 等級 一→ 行政職（→ 4 級 又 は 5 級
・ 行政職仁�） 2 等級 一→ 行政職（斗 3 級又は 4 級
・ 教育職（→ 1 等級 一→ 教育職（ー ） 5 級
- 23 -
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別表第 2
イ 行政職俸給表（ー ）
新
旧号俸
1 級 2 級 3 級 4 級 5 級
1 1 1 
2 1 2 2 1 1 
3 2 3 3 2 1 
4 3 4 4 3 1 
5 4 5 5 4 2 
6 5 6 6 5 3 
7 6 7 7 6 4 
8 7 8 8 7 5 
9 8 9 9 8 6 
10  9 10 10  9 7 
1 1  10 1 1  1 1  10 8 
1 2  1 1  1 2  1 2  1 1  9 
13  1 2  13  13  1 2  10 
14 13  14 14 13  11  
1 5  1 4  1 5  1 5  1 4  1 2  
16  1 5  16  16  1 5  1 3  
17  16 17  17  16 14 
18  18 18  17  1 5  
1 9  19  19 18  16  
20 20 19  16  
2 1  21  20 17  
22 22 21 17 
23 23 22 18 
24 24 23 19  
25 24 19  
26  25 20 
号
6 級 I 7 級
1 1 
2 1 
3 1 
4 2 
5 3 
6 4 
7 5 
8 6 
9 7 
10 8 
1 1  9 
1 2  1 0  
13  1 1  
14 1 2  
1 5  1 3  
1 6 14  
17  15  
18  1 6  
1 9  1 7  
20 1 8  
2 1  18  
22 19  
品同号ー
8 級
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
1 1  
12  
13  
14 
15 
16 
17 
18 
19 
報
｛奉 俸 給 表
9 級 10級 1 1級
1 1 1 
2 1 2 
3 1 3 
4 1 4 
5 2 5 行政職俸給表付
6 3 6 
7 4 7 
8 5 8 
9 6 9 
10 7 10 
1 1  8 1 1  
12  9 1 2  
1 3  1 0  13 
14 1 1  14 
15 1 2  1 5  
1 6  1 2  
（ 例 ） ・ 行政職（ー ） 6 等級1 2号俸 ー→ 行政職（ー ） 3 級1 2号俸
ノ 行政職（一) 4 級14号俸 （ 4 級 に 格付けの場合）
． 行政職（→ 5 等級1 5号俸
、 行政職（一·） 5 級1 2号俸 （ 5 級 に 格付け の場合）
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第262一号ー
旧 等 級 職務 の 級
l 8 等 級 1 級
7 等 級 2 級
6 等 級 3 キ及
I 5 等 級 4 与及
5 t：及
6 級
4 等 級
7 キ及
3 等 級 8 級
9 級
2 等 級
10 キ及
l 等 級 1 1  キ及
l
－ j 
’ f一
一 一
党
一劃
H
一給
ハ
一俸
j
司i
山口－
m刷句
バ
一一 引
U HF
－ ’ Z 4 E  
t
－ 
， L 小 ’
m
J z
－l 
y－
－こ
l・
l
学 報
事H 手J ｛奉
旧号俸 l 扱－「I 3 
' 
級2 4 級 5 級 6 キ及
1 1 1 1 
2 2 2 1 1 1 
3 3 3 1 1 2 
4 4 4 1 2 3 
5 5 5 2 3 4 
6 6 6 3 4 5 
7 7 7 4 5 6 
8 8 8 5 6 7 
9 9 9 6 7 8 
10 10 10 7 8 9 
1 1  1 1  1 1  8 9 10 
1 2  1 2  12  9 10 1 1  
1 3  13 13  10 1 1  1 2  
14  14  14  1 1  12  13 
15 15 15  1 2  13  14  
16  16  16  13  14  1 5  
17  17  17  14  1 5  16  
18 18 18 15 16  17  
19  19 19 16 17 18 
20 20 20 1 7  18  19 
21  2 1  21  18  19 20 
22 22 22 19 20 21  
23 23 23 20 2 1  22 
24 24 24 20 22 23 
25 25 25  2 1  23 
26 26 22 
27 27 22 
28 28 23 
第262号
俸 給 表 旧 等 級 職務 の 級
5 等 級
1 級
4 等 級
3 等 級 2 級
行政職俸給表（斗 3 級
2 等 級
4 級
1 等 級 5 級
特 1 等級 6 級
（ 例 ） ・ 行政職（：�＿） 3 等級1 7号俸 ー→ 行政職（斗 2 級17号俸
ノ 行政職（ゴ 3 級1 1号俸 （ 3 級 に 格付け の場合 ）
． 行政職（斗 2 等級1 1 号俸
、 行政職（斗 4 級 8 号俸 （ 4 級 に 格付け の 場合）
つ臼
昭和60年 9 月 l 日 発行
ハ 専門行政職俸給表
旧号俸
2 級
1 
2 1 
3 2 
4 3 
5 4 
6 5 
7 6 
8 7 
9 8 
10  9 
1 1  10 
12 1 1  
13  1 2  
14  13  
1 5  1 4  
16  1 5  
17  16  
18  17 
19  18 
20 19 
21  19 
22 20 
23 21 
24 22 
25 23 
26 24 
- 26 ー
新
3 級 4 
1 1 
2 2 
3 3 
4 4 
5 5 
6 6 
7 7 
8 8 
9 9 
10 10 
1 1  1 1  
1 2 1 2  
1 3  13  
14 14 
15 15  
16  1 6  
1 7  17  
18 18 
19 19 
20 
21 
22 
学 報 ·�'i262サ
号 ｛奉 旧 等 級 ｜ 職務 の級
級 5 級 7 奇＼＆ 8 等 級
1 1 7 等 級 キ及
2 1 2 6 等 級
3 1 3 5 等 級 2 寺及
4 1 4 4 等 級 3 キ及
5 2 5 3 等 級 4 キ及
6 3 6 5 級
2 等 級
7 4 7 6 長及
8 5 8 1 等 級 7 級
9 6 9 
10 7 10  
1 1  8 1 1  
1 2  9 1 2  
1 3  10 1 3  
1 4  1 1  14  
1 5  12  15  
16 12 
昭和60年 9 月 1 日発行
リ 教育職俸給表←）
新
旧 号 俸
1 級 2 
1 1 
2 2 
3 3 
4 4 
5 5 
6 6 
7 7 
8 8 
9 9 
10 10  
11  11  
1 2  1 2  
13  13  
14 14 
15 15 
16  16  
17 17 
一
18 18 
19 19 
20 20 
21  21  
22  22  
23 23 
24 24 
25 25 
26 26 
27 27 
28 28 
29 29 
30 30 
学
号 ｛奉
奇及 3 級 4 級
1 1 
2 2 1 
3 3 2 
4 4 3 
5 5 4 
6 6 5 
7 7 6 
8 8 7 
9 9 8 
1 0  10  9 
1 1  1 1  1 0  
12  1 2  1 1  
1 3  13  1 2  
14  14  13  
1 5  1 5  1 4  
16  16  15  
17  17  16  
18 18 17  
19 19 18 
20 20 19  
21  2 1  20 
22 22 21 
23 23 22 
24 24 23 
25 25 24 
26 26 25 
27 26 
28 
29 
（ 例 ） ・ 教育職（一） 3 等級13号俸 一→ 教育職（一－） 3 級1 3号俸
－ 教育職ト） 2 等級17号俸 一→ 教育職ト·） 4 級1 6号俸
・ 教育職（一） 1 等級20号俸 ー→ 教育職ト） 5 級18号俸
報 第262号
俸 給 表 旧 等 級 職務 の 級
5 級 5 等 級 1 級
4 等 級 2 級
教育職俸給表（一） 3 等 級 3 級
1 2 等 級 4 級
2 l 等 級 5 級
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10  
1 1  
1 2  
13  
14 
15  
16  
17 
18 
19 
20 
21  
22  
23 
24 
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行一
一司
発
一
劃
一稲川一恥年一清nu－MRW 昭一ヌ
新 号 ｛奉
旧号俸
l 級 2 級 3 級 4 級
1 1 1 
2 1 1 1 2 
3 2 2 2 3 
4 3 3 3 4 
5 4 4 4 5 
6 5 5 5 6 
7 6 6 6 7 
8 7 7 7 8 
9 8 8 8 9 
10 9 9 9 10 
1 1  10 10  10  1 1  
1 2  1 1  1 1  1 1  12  
13  12  1 2  1 2  13  
14 13  13  13  14 
15 14 14 14 15  
16  1 5  1 5  1 5  
17  16  16  1 6  
18  17  17  17  
19  18  18 18 
20 19 19  19 
21 20 20 20 
品抗手 報
新 号 俸
旧号俸
1 ＊及 2 級 3 級 4 ＊及
22 21  21 21  
23  22 22 22 
24 23 23 23 
25 24 24 24 
26 25 25 
27 26 26 
28 27 27 
29 28 28 
30 29 29 
31 30 30 
32 31 31 
33 32 32 
34 33 33 
35 34 34 
36 35 
37 36 
（ 例 ） ・ 教育職（斗 2 等級18号俸 ー→ 教育職仁） 2 級17号俸
－ 教育職（斗 1 等級 8 号俸 ー→ 教育職（二.） 3 級 7 号俸
・ 教育職仁）特 1 等級10号俸 → 教育職（斗 4 級10号俸
お11262号
俸 給 表 旧 等 級 職務 の級
3 等 級 1 級
2 等 級 I z す及
教育職俸給表し）
l 等 級 3 級
特 1 等級 4 級
口6ワ臼
百一ル
旧号俸
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10  
1 1  
1 2  
13  
14  
1 5  
16  
17  
18  
1 9  
20 
21  
川一鵬
平
一清ハU－MR四
行
一
司
自
一劃
E
一
給
新 号
1 級 2 級 3 級
1 
1 2 1 
2 3 2 
3 4 3 
4 5 4 
5 6 5 
6 7 6 
7 8 7 
8 9 8 
9 10  9 
10  1 1  10  
1 1  1 2  1 1  
1 2  1 3  1 2  
1 3  14  13  
14  1 5  14  
15  1 6  1 5  
1 6  17  16  
17  18  17  
1 8  19  18  
19  20  19  
20  2 1  20 
学
俸 新
旧号俸
4 級 1 ＊及 2 級
1 22 21  22 
2 23 22 23 
3 24 23 24 
4 25 24 25 
5 26 25 26 
6 27 26 27 
7 28 27 28 
8 29 28 29 
9 30 29 30 
10  31  30 31  
1 1  32 32 
12 33 33 
13  34 34 
14  35 35 
1 5  36 36 
37 37 
38 38 
39 39 
（ 例 ） ・ 教育職（斗 2 等級15号俸 ー→ 教育職（三） 2 級1 5号俸
・ 教育職（弓 1 等級19号俸 ー→ 教育職（弓 3 級18号俸
・ 教育職（ヨ特 1 等級 7 号俸 → 教育職（.＝） 4 級 7 号俸
報 第262号
号 俸 俸 給 表 旧 等 級 職務の級
3 級 4 級
3 等 級 1 級
2 等 級 2 級
21 教育職俸給表（弓
1 等 級 3 級
22 特 1 等級 4 級
23 
24 
25 
26 
27 
28 
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昭和60年 9 月 1 日 発行
ヨ 医療職俸給表民）
品比守一 報
｜ 日 新 号 ｛奉号俸 2 級 3 級 4 級 5 級 6 存r.& 7 級 8 中及
1 1 1 1 1 1 1 1 
2 2 2 1 2 2 2 2 
3 3 3 1 3 3 3 3 
4 4 4 1 4 4 4 4 
5 5 5 2 5 5 5 5 
6 6 6 3 6 6 6 6 
7 7 7 4 7 7 7 7 
8 8 8 5 8 8 8 8 
9 9 9 6 9 9 9 9 
10 10 10  7 10  10  10 10 
1 1  1 1  1 1  8 1 1  1 1  1 1  1 1  
1 2  1 2  1 2  9 12  12  1 2  1 2  
13  13  13  10 13 13  13  13 
14 14  14 1 1  14 14  14 14 
15 15 15 12  1 5  1 5  15  1 5  
1 6  1 6  16  13  16  16  16  1 6  
1 7  1 7  1 7  1 4  1 7  1 7  
18  18 18 15 18 
19  19 19  16 19  
20 20 20 17  20 
2 1  2 1  21  18  
22 22 22 18  
23  23  23 19 
24 24 24 19 
第262号
俸 給 表 旧 等 翌縄四｜ 干の 抽
I 6 等
1 キ及5 等 級
4 等 級 2 キ及
3 級医療職俸給表仁1 3 等 級 4 級
2 等 級 5 中及
特 2 等 級 6 級
1 等 級 7 級
特 1 等級 I s 級
（ 例 ） ・ 医療職（ゴ 3 等級13号 俸 ノ 医療職仁.） 3 級13号俸 （ 3 級 に 格付け の場合）
、 医療職（斗 4 級10号俸 （ 4 級 に 格付け の 場合 ）
nu 
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タ 医療職俸給表伺
学 報
新 号 俸旧 号俸 1 級 2 級 3 *& 4 高及 5 奇及 6 級
1 1 1 1 1 1 1 
2 2 2 2 1 1 2 
3 3 3 3 1 1 3 
4 4 4 4 1 1 4 
5 5 5 5 2 2 5 
6 6 6 6 3 3 6 
7 7 7 7 4 4 7 
8 8 8 8 5 5 8 
9 9 9 9 6 6 9 
10 10 10 10 7 7 10  
1 1  1 1  1 1  1 1  8 8 1 1  
1 2  1 2  1 2  12  9 9 1 2  
1 3  13  13 13  10  10 13 
14 14  14 14  11  1 1  14  
15 15 15  15  12  1 2  1 5  
16  1 6  16  16  13  13  1 6  
1 7  17  1 7  1 7  14  14 17 
18 18 18  18 15 15 18 
19  19 19 19 16  16  1 9  
20 20 20 20 17  17  20  
21  21 21  21  18  18 2 1  
22 22 22 22 19 19 22  
23 23 23 23 20 20 
24 24 24 24 2 1  21  
25  25 25 25 22 22 
26 26 26 26 23 23 
27 27 27 27 23 24 
28 28 28 28 24 
29 29 29 
30 30 
（ 例 ） ・ 医療職じ） 3 等級20号俸 一→ 医療職（弓 2 級20号俸
ノ 医療職（＝） 3 級 16号俸． 医療職（三） 2 等級 16号俸
、 医療職印 4 級 13号俸
第262号
俸 給 表 旧 等 級 職務 の 級
4 等 級 1 級
3 等 級 2 級
3 級
医療職俸給表（ヨ 2 等 級 4 級
1 等 級 5 級
特 1 等 級 6 級
qu 
昭和60年 9 月 1 日 発行 学 報 第262号
別表第 3
イ 行政職俸給表（司 ロ 専門行政職俸給表 ー 医療職俸給表（ニ）
旧 号 俸
新号俸
5 等級 4 等級
！ 日 号 俸
新号俸
8 等級 7 等級 6 等 級
i 日 号 俸
新号俸
6 等級 5 等級
1 1 2 か ら 1 6 ま で 2 1 
2 2 
3 3 
7 2 
8 1 3 
3 2 
4 4 
9 2 4 
4 1 3 
5 1 5 
10 3 5 5 2 4 
6 2 6 
7 3 7 
1 1  4 1 6 
1 2  
6 3 5 
8 4 8 
1 3  5 2 7 
7 4 6 
9 5 9 
14 8 5 7 
10  6 10 
1 1  7 1 1  
15  
16  6 3 8 
9 6 8 
12  8 1 2  
1 7  10  
13  9 13  
7 4 9 
7 9 
1 1  
14  10 14 
8 5 10 
15  1 1  15 
9 6 1 1  
1 2  
8 10 
16 12 16 
10 13  
1 7  13  17 
18 
7 1 2  
1 1  9 1 1  
14 18  1 2  8 13  
19 10  1 2  13 
20 
15  19 14 9 14 1 1  13  
2 1  
2 2  16  20 
15  
16  
1 2  14 
23 
17 21 
10 1 5  
1 7  1 3  15  
24 
18  14  1 6  
25 18 22 1 1  16  
19  
26  1 5  1 7  
19  23 1 2  17  
27 
13  18 16  18 
28 20 24 
14 19 17 19 
29 2 1  25 
15  20 
22 26 18 20 
1 6  2 1  
23 27 
17 22 19  2 1  
24 28 
25 29 
18  23 
19  24 
20 22 
20 25 
- 32 一
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休暇の勧 告につ い て
人事院 は ， 昭和 60年 8 月 7 日 国会 及 び内 閣 に 対 L ,
一般職の職 員 の休暇に つ い て 勧告 を 行 L 、 ま し た 。
一一般職の職 員 の休暇 に つ い て は ， 昭和22年 に 国家公
務 員 法が制定 さ れ た 際， 「 国 家公務 員 法の 規定が適用
さ れ る ま での官吏の任免等 に 関す る 法律」 に よ っ て 「
従前の例」 に よ る こ と と さ れ， 年次休暇に 関す る 大正
1 1年 間 令 第 6 号， 年末年始に 関す る 明 治 6 年太政官布
告第 2 号， 父母の祭 日 に 関す る 明 治 6 年太政官達 第318
号等に よ る 旧 官吏制度下の休暇制度が そ の ま ま ， 経過
的制 度 と し て ， 現在 ま で引 き 継がれ て き て い る 。 こ の
た め， 人事院 は ， 公務 内 外 の情勢に 応 じ て 随時 必要 な
措置 を 執 り 得 る も の と す る よ う ， 休暇に 関 す る 制 度 を
法制 的 に 整備 し ， 併せ て ， そ の 内容に つ い て も 現在の
社会情勢に 適応 し た も の と す る 必要があ る と 認め， 勧
告 を 行 っ て い ま す。
勧告の具体的内容は， 次 の と お り です。
（ 休暇勧告の 内 容 ）
I . 法制 的規定
職 員 の休暇 に 関す る 制 度 は ， 一般職の職員 の 給与
に 関 す る 法律 で規定す る 。
II . 改 定 の 内 容
1 . 休 暇 の種類
報 第262号
年次休暇， 特別休 暇， 病気休暇 （ 現行 ど お り ）
2 . 年次休暇
1 年 に 20 日 （ 現行 ど お り ）
繰越 し （ 翌年 に 限 り 10 日 ま で） （ 現行 どお り ）
3 . 特別休 暇
次の よ う な 改定 を 行 う ほ か ， 所要の体系整理 を
イ丁 フ 。
( 1 ) 「結婚」 新設 日 数→ 5 日
(2) 「 配偶者の 出産」 新設 日 数→ 2 日
(3) 「 親族 の死亡」 （ 親族 に 応 じ 1 日 ～ 7 日 ）
（乃 配偶 者の伯叔 父母 1 日 廃 止
（イ） 配偶 者の死亡 10 日 → 7 日 に 縮減す る 。
(4) 「 父母 の祭 日 」 一定の制 限 を 設け る 。
4 . 病気休暇 （ 現行 ど お り ）
5 . 休 日 等
国民の祝 日 に 関す る 法律に よ る 休 日 及 び年末年
始の特別休暇 を 休 日 と し た 。 （ 年 末年 始 を 特別
休暇か ら 移行 ）
6 . 非常勤職員 の休暇
常勤 を 要 し な い職 員 の休暇に つ い て ， 人事院規
則 で定め る こ と と し た 。
7 . 実施時期
昭和61年 1 月 1 日
昭和60年度国 家公務員健康週 間
昭和60年 1 0 月 1 日 ～ 7 日
一一努め て ま す か
心 と か ら だの健康づ く り 一一ー
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1 1 月 6 日 制 ～ 8 日 幽
学 生 会 館
昭和60年度教職員 文化展
文化展 日 時
展 示 会 場
教職 員 ・ 家族の作品 を 募集 し て お り ま す。 詳細 に つ い て は
人事課職 員係 （ 内線2 12） へ 問 い 合 わ せ て く だ さ い 。
富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 央 印 制 株 式 会 社
富 山 市下奥井 1 - 4 - 5 
電話 3 2 - 6 5 7 2 附
集編
中・
印刷所
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